
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日目＝ 9：00 函館空港集合・出発→9：40 JR 函館駅前集合・出発→ 

→鷲ノ木（霊鷲院、上陸地など）→昼食・車中弁当→鹿部経由（土方軍の 

行軍ルート）→川汲温泉→五稜郭「箱館奉行所」（幕末コーヒー体験）→ 

→夕食・懇親会「開陽亭」→ホテル・泊「ルートイングランディア函館五稜郭」 

2 日目＝ ホテル発→松前（法華寺、松前城資料館、歳三逗留地など）→ 

→昼食「矢野旅館・松前藩主御膳」→開陽丸記念館→ 

→江差町郷土資料館（嘆きの松）→函館市内（武蔵野楼跡）→ 

→夕食・懇親会「五島軒」→ホテル・泊（同） 

3 日目＝ ホテル発→二股口古戦場跡（フィールドワーク）→函館市内→ 

→昼食「鮨金総本店」→函館市内（歳三逗留地、屯所跡、称名寺、弁天台場跡）→ 

→一本木関門→碧血碑→市立函館博物館→JR 函館駅・一部解散（17：30 頃） 

→函館空港・解散（18：00 頃） 

 

 

 

※諸事情により変更になることがあります 
 

［鷲ノ木周辺］片山弘喜氏 

（森町教育委員会社会教育課文化財保護係） 
 

［箱館奉行所］丸山千明氏（館長）ほか 
 

［松前周辺］久保泰氏（松前城資料館） 
 

［開陽丸記念館］髙橋勝則氏（艦長・館長）ほか 
 

［江差町郷土資料館（嘆きの松）］ 

宮原浩氏（江差町教育委員会学芸員） 
 

［二股口］ 

時田太一郎氏（北斗市教育委員会学芸員） 
 

［市立函館博物館］佐藤智雄氏（学芸員）ほか 
 

土方歳三没後 150 年企画 

子孫姉妹とたどる箱館戦争・歳三の足あと 

舞台は、いよいよ北の大地へ―― 子孫とたどる旅・第 4 弾 

2019年10月11日（金）～13日（日）2泊3日 
 

 旅行代金 85,000 円 JR 函館駅集合・解散 

  全行程食事付き（朝食 2・昼食 3・夕食 2）、貸し切りバス、

各地での観覧料・ガイド料、イヤホンガイド代など含む 

＝最大定員 44 人＝ 

 ［企画］よみうりカルチャー柏 ［旅行企画・実施］（株）読売旅行  

※集合場所までと解散後の交通費は各自負担 
※添乗員なし、バスガイドなし、スタッフ同行 

※宿泊はシングルルームです。ツインのご希望もお受けします 

 

 
同行子孫・土方愛さん（土方歳三資料館館長）からのメッセージ 

歳三戦没 150 年の節目の本年。鷲の木上陸 

より一本木関門での戦死まで、歳三さんの歩

んだ足跡を辿ることにこだわった、唯一無二

の内容の旅。 

土方歳三資料館開館当初から運営を手伝っ 

てくれている姉・千恵と私の土方家コンビと、

生家に伝わる歳三さんの話なども交えながら、 

慰霊と追悼の気持ちを持って、蝦夷地での歳三さん 

の最期までを一緒に追いかけてみませんか？ 
 
写真右＝木村千恵さん  

ニューヨークを拠点に観光ガイド・通訳として活躍中 

 

各地でご案内いただくゲスト解説の先生方 

ツアーコース ※一部変更の可能性もあります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［募集・申し込み方法］最大定員 44 名（最少催行人員35 名）  
 
 今回、よみうりカルチャーと土方家で協議の末「より公平な申し込み受付方法を」と願い、指定された日時の先着順ではなく、

申し込み受付期間中に申し込まれた全ての方を対象とした「厳正なる抽選」とさせていただくこととしました。ご理解のほどよろ

しくお願い申し上げます  

 

 

1）6 月 11 日（火）～17 日（月）の間に必要事項を記入したはがきをポストに投函してください（17 日の消印まで有効） 

2）公正・厳正な抽選を行い、全員の方に結果をお知らせします（6 月 24 日ごろ投函・郵送） 

3）その後、当選者の方には読売旅行からご案内資料をお送りいたします（郵送） 

  

ツアーコース ※一部変更の可能性もあります 

 

 

① 土方家と訪ねる、歳三の蝦夷地上陸から一本木・最後の 

地までの、歳三の足取りを、ほぼ時系列順に追い歳三の 

心情に寄り添いながらのツアー行程です 

② 今回のツアーに合わせ、各地で特別公開・体験などを 

お願いしました！ 

●霊鷲院（上陸地・鷲の木）で、間宮魁（和田幸之進） 

が記した「箱館脱走人名」の実物など、秘蔵資料の 

特別公開 

●歳三さんも飲んだかな？ 箱館奉行所で「幕末コー 

ヒー体験」＝本ツアー参加者のみの特別体験企画 

●歳三軍の激戦地「二股口」をフィールドワーク 

   ＝天候や諸条件にもよりますが、新政府軍側、旧幕府軍側の両軍陣地跡を訪ねます   

  ●箱館戦争関係展示の殿堂「市立函館博物館」で、戊辰戦争後まで生を得た・中島登が描いた「戦友姿絵」 

の実物を特別室で特別観覧 

 ＝ツアー行程の最後に、歳三が最後まで助けようと思いを 

寄せた箱館新選組隊士が描いた「歳三画」を鑑賞し、今 

回の旅を振り返ります。長年、箱館戦争展示に携わる佐 

藤主任学芸員による展示解説も見逃せません！   

③ 歳三子孫姉妹が同行！ 土方家に伝わる秘話や、在りし日の 

歳三生家での思い出などを皆さまと語り合いながらの旅 

④ 各地で、地元に住む専門家がガイド＆解説！    

⑤ イヤホンガイドで専門家諸氏の解説もクリアーに聞けます 

⑥ 盛りだくさんの「ゆかりの地」に加え「美食」も楽しみ 

土方歳三没後 150 年だからこそ実現した、唯一無二の特別企画満載の旅！ ツアーのポイント 

 

 

●1 日目昼食（弁当）＝ 

函館のソウルフード「ラッキーピエロ」 

●1 日目夕食＝人気店・海鮮居酒屋「開陽亭」で懇親

会（飲み放題） 

●2 日目昼食＝松前藩 14 代藩主の婚礼の祝膳（1860

年 2 月）を再現した「松前藩主御膳」 

●2 日目夕食＝幕府軍として戊辰戦争を戦った五島英

吉らが 1879 年に創業した老舗「五島軒」で「最後の

酒宴」（飲み放題） 

●3 日目昼食＝名店「鮨金総本店」ですしランチ 

 

 

魅惑の美食旅へようこそ！ 

はがきでの申し込み→公正・厳正な抽選→抽選結果のお知らせ（郵送）→ご当選者さまに正式な「旅行申込書」を送付→ご入金 

■ご参加にあたっての注意事項■ 

▽1 日につき４～6km 程度歩きます。特に二股口

は山道です。歩きやすい服装、しっかりした靴で

ご参加ください 

▽「二股口」は背丈のある熊笹など野草が茂る山

地です。ツルツルした素材の上下のレインスーツ

（ズボン）などがおすすめです 

▽集合地までの交通手段を良くご検討の上、お申

込みください 

▽10 月の函館の平均気温＝12.2℃ 

 朝晩は冷え込みます 

■ご用意いただいたほうが良いもの■ 

・動きやすい服装、靴 ・雨具 ・帽子  

・二股口用のレインスーツ ・虫よけ ・熊鈴  

 

※はがきをお送りいただくルール 

▽1 申し込みにつき 1 名さまが原則ですが、ご友人どうしで参加したい場合はペア（2 

人まで）の申し込みができます（代表者とお連れ様の 2 名分の情報を記載ください） 

 ▽はがきをお出しできるのは、1 人 1 枚です（複数送っていただいても当選確率はアッ 

プしません） 

▽ペア参加を希望する場合は、それぞれ 1 枚ずつお送りいただけます 

 （例）読売花子さんと大手町読子さんがペア参加したい場合＝ 

    代表者・読売花子さん＋大手町読子さんで 1 枚、 

代表者・大手町読子さん＋読売花子さんで 1 枚 

※はがきにお書きいただく「必要事項」 

 ①お名前 ②ご住所 ③電話番号（携帯番号も） ④ペア参加の場合シングルかツイン

希望か ⑤その他（ご意見ご要望、アレルギーなど特別な配慮が必要かなどのほか、本

ツアーへの想いなどを自由にお書きください） 

※郵送先＝読売旅行大手町営業所「新選組係」 

〒100-8055 東京都千代田区大手町１－７－１読売新聞東京本社 13 階  

 
［旅行企画・実施］（株）読売旅行 観光庁長官登録旅行業第 91 号  

（一社）日本旅行業協会ボンド正会員 総合旅行業務取扱管理者：野口 潔 

 本社／東京都中央区築地 2-5-3 

※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますので、事前にご確認の上、お申込みください。 

●ツアー内容のおたずね＝ 

          よみうりカルチャー柏・朝山 04-7164-3151 
●旅行企画・実施に関するお問い合わせ＝ 

       読売旅行 03-6202-4350（大手町営業所） 


